







Estimation of Active Learning on a Lecture of Environmental Studies












































































































回数 単元 内容 担当 実験・実習等
1 授業の紹介：環境問題の本質 教員
2 １．物質循環 ダンゴムシは何をしているのか？ 教員 採集，顕微鏡観察
3 ２．水環境と環境教育 附属小学校ビオトープ調査 教員 水質調査，水生生物の採集
4 ３．地球温暖化① 温暖化の仕組みと原因 学生 気体検知管による
O2，CO2測定
5 ４．地球温暖化② 温暖化の影響予測（温暖化への疑いを含む） 学生
6 ５．オゾン層破壊と紫外線 紫外線の害，フロンガスとオゾン層 学生
7 ６．大気汚染と酸性雨 大気汚染（NOx，SOx）・酸性雨の仕組み 学生 pH測定（パックテスト）
8 ７．農業と環境問題 農業という産業は地球に優しいのか？ 学生
9 ８．食料と環境問題 食料の供給，食品の安全性 学生
10 ９．飲み水の環境問題 水の味と水道水の安全性 学生 利き水，硬度測定
（パックテスト）
11 10．生物多様性の保全 なぜ生物多様性は大切か？ 学生
12 11．ごみの環境問題 ごみはどこへ行くのか？ 学生
13 12．化学物質の環境問題 鉱毒，農薬，環境ホルモン 学生
14 13．原子力と放射線 放射線と安全性 学生
15 14．新エネルギーと環境問題 太陽光発電等クリーンエネルギーの開発 学生
























2009年 2010年 2011年 2012年 2013年
教育学部 教育学部 人間関係学部 教育学部 人間関係学部 教育学部 教育学部
受講学生（人） 63 16 40 45 30 54 43
平均点 70.7 68.8 48.8 69.0 61.2 56.4 66.3






































































r 2 = 0.04
12.4点低い
図２　受講学生の人数と学期末試験の平均点との関係（●教育学部，○人間関係学部）
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野　崎　健太郎
　教養教育としての環境学で重要なことは，知識の断片を組み合わせて環境問題の仕組み
を本質的に理解し，他人に説明できる能力を育むことと筆者は考えている。なぜならば，
「地球温暖化は二酸化炭素（CO2）の削減によって解決できる」，といった短絡的な仕組み
を広めていっても環境問題は解決しないからである。溝上（2007）が指摘しているよう
に，現在は，インターネット検索から知識は簡単に取り出すことが可能であり，大切なこ
とは，それら膨大な知識情報を取捨選択し組み合わせて新しい知識を構築していく力を育
むことである。そのためにアクティブ・ラーニングがあるとすれば，学問的知識形成の定
着を測定する試験問題では，その効果は検証できない可能性が高い。本稿の背景と目的で
は，高等学校の物理学教育におけるアクティブ・ラーニングの実践を紹介しているが，物
理学の概念を理解し，問題が解けるようになる，という課題に対しては効果が検証されて
いるようである。しかしながら，問題を解けるようになった上で新しい物理学の概念を構
築していくという点については，大学等，高等教育におけるアクティブ・ラーニングの効
果測定が必要となる。つまり，今後は，アクティブ・ラーニングの効果を測定する試験問
題の開発，という研究課題が重要になると思われる。
　図２は，受講学生の人数と学期末試験の平均点との関係である。一般的には，学生数が
少ないほど，教育効果は高まり，得点は上昇すると考えられる。しかしながら，そのよう
な関係は見られないとする研究結果も報告されている（例えば，野崎，2013）。本研究の
結果で興味深い点は，アクティブ・ラーニングを行ってきた教育学部では，人数が16人
～63人と大きく変化しても平均点に有意な変化は見られなかったことである。一方で，
人間関係学部では，人数の増加に伴って，平均点が大きく下降する結果が見られた。アク
ティブ・ラーニングの効果の１つとして，ピア・インストラクション（PI：peer 
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大学教養科目の環境学におけるアクティブ・ラーニングの効果
instruction）（兼田・新田，2009；高橋・新田，2009）が挙げられている。同僚とともに学
ぶという機会によって，大人数の授業であっても効果が見られるということである。今後
も教育学部での測定を継続し，アクティブ・ラーニングには，受講学生の増加による教育
効果の低下を抑制する機能があるかどうかを確かめていきたい。
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野　崎　健太郎
 添付資料　教育学部の学生に第１回目の授業で配布した資料。
授業の進め方
１．内容の選定：担当する単元で扱う内容の確認を班で協議する
２．授業準備
　１） 講義ノートの作成：版書する内容
　２） 配布プリントの作成
　３） 映像資料（パワーポイント，VTR，DVD）の選定
　４） 体験型資料（実験）の選定：必須ではない（出来ない場合も多い）
３．担当教員（野崎健太郎）との打ち合わせ
　授業を担当する週の少なくとも１週前の月曜日2‒4時限，火曜日２時限，水曜日2,4,5時限，
木曜日1‒2時限，金曜日，に１時間程度，野崎と打ち合わせを行う（昼休みでも良い）。参加
者は班から代表２～３名，もちろん全員でも良い。時間は野崎と電子メール等で事前に調整
して下さい。早めの連絡をお願いします。直前では応対できません。金は野外調査に出るこ
とも多いです。
　野崎健太郎：電子メール ken@sugiyama-u.ac.jp
４．授業資料の手直し：野崎との打ち合わせで指摘された部分を修正する。
５．授業資料の準備：資料印刷，実験準備など
６．授業当日
　１） ９：00：授業開始10分前には教室に待機する
　２） ９：10～：授業開始
　３） 10：10～10：20：授業終了
　４）  10：10～10：20：各班ごとに授業の内容でわからない点，さらに深めたい点を話し合っ
てもらう
　５） 10：20～10：40：質疑応答：少なくとも各班で１つは質問を出す
　６） 10：40：授業全体が終了
７．注意点
　１） 必ず板書を中心に授業を進める（パワーポイントのみでは駄目）
　２） 図表は，本や資料からの引用に頼らず，なるべく Excelで自作する
　３） 資料から図表を引用する場合は必ず出典を明記する
　４） 環境問題に疑問を呈している意見も参考にする
８．資料，図表の作成に役立つインターネット上のデータベース
　環境統計集（環境省）：http://www.env.go.jp/doc/toukei/contents/index.html
　気象統計情報（気象庁）：http://www.jma.go.jp/jma/index.html
　使える素材集（全国地球温暖化防止活動推進センター）：http://www.jccca.org/
